『ツキを呼ぶ魔法の言葉』
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　五日市　剛
『ありがとう』
『感謝します』
『ツイてる』　
· 透き通るように澄み切った声

· それに惹かれてテープから

講演(平成12.12.4)筆録へ
・　コピーがコピーをよぶ。
· ⇒ 小冊子完成へ
やりなおすことのできないかけがえのない人生を、
感謝と喜びに満たされて、明るく・大らかに
プラス思考で生きるということ。

自ら話す言葉が自分自身や周囲の人たちに大きな影響を及ぼすということ。(言霊＝ことだま⇒※こだま)
言葉そのものが私たちの人生をつくっていくということ。（巻頭の言葉　平成17年1月　安田善次郎）

二つの箱の話（イスラエルのハイファのおばあさんの夢を見た。⇒電話　⇒息子さんより回答－お世話になったおばあさんはすでに亡くなっていた）
・中身はお袋が一番大事にしていたものでしょうね
・大丈夫、必ず出てきますよ。

・それは、あなたに幸せをもたらすものでしょう。

・五日市さん、運命と言うのはね、あるのよ。
私達の人生はね。最初からほとんど決まっていたのよ。
・私、ユダヤ教徒の人間だけど、『生まれ変わり』を信じているの。過去世や来世というのはあると思うわ。

・ツイてる、ツイてない、という『ツキ』というものもあるのよ。

そのツキというのはね、簡単に手に入るものなのよ。

ツキを呼び込む魔法の言葉があるのよ。これさえ唱えていれば、誰でもツキっ放しになるわよ。

・誰でもよく使う言葉なんだけど、、二つあってね。

一つは『ありがとう』、もう一つは『感謝します』
ありがとう：何か嫌なことがあったときに使う。

歯をくいしばってでも言う。(有り難う)

感謝します：良いことがあったときに使う。

まだ起こっていない未来のことでも「明日、○○しました！○○させていただき、感謝します」

と、イメージしながら言い切っちゃうと、本当にそうなってしまう。

何の疑いも不安も心配もなく、力まずにそう思い込めればね。

・反対に絶対に言ってはいけない言葉がある。言っちゃうとツキが吹っ飛んじゃう言葉。

・汚い言葉。人の悪口。人を怒る言葉や怒ること

ネガティブな言葉
・最後に選択する上で判断に迷ったら、

「楽しい方を選ぶ」。
こころの有りようが変わり、ツイてきた実例

・二つの交通事故

・松下幸之助の話

・部下の話

言葉のエネルギーのすごさ

｢心の持ち方って大事よ。だけど、もった大事なのはね、言葉の使い方なの。どんなことを口に出すかであなたの目の前の状況が変わってくるし、あなたの心も変わってくるの。本当よ。｣

コロコロ変わるから心

我々の心は意外と不安定であり、確かに言葉によってコロコロと変わることがある。

心は言葉の影響を受けやすいものですね。

汚い言葉、マイナスの言葉を使うのをやめ、ニコッと笑ってプラスのことを口にしていけば、自分の心も相手の心もとっても心地よい状態に安定していき、自分のおかれた状況が、たとえどんな状態であっても気付かぬうちに好転していきます。

ヨハネによる福音書　第一章
初めに言(ことば)があった。言は主と共にあった。
言は神であった。
この言は初めに神と共にあった。
すべてのものは、これによってできた。
でたもののうち、
一つとしてこれによらないものはなかった。
この言は命であった。そしてこの命は人の光であった。
光はやみの中で輝いている。
そして、やみはこれに勝たなかった。
口から出る言葉そのものは生きていて、想像をはるかに超える影響力をもち、自分の人生を間違いなく作っていくことを確信させる一節だと強く思いました。

私は、時々これを声に出して読みます。そのたびに、「言葉って、とってもとっても大事なんだ」
と深く気付かされます。

『気付く』ということは我々一人一人にとって成長するために欠かすことのできない根本課題なのかもしれませんね。

『気付き』がないと、現状を打破することも、真の人間性の向上もあり得ないのではないかな…。
人が根本の部分に気付くとその人の人生も大きく膨らみ、目にしている現実そのものが真に好転して行くものではないかな…　　と思います。

夢の見続け方、夢の実現の仕方を学び合い、迷路に迷い込んだら支え合えるところが当方幸せ研究所 知多クリック内　http://www.chitac.com/
　　以上皆みな様からの学びです。ありがとうございます。2010.6.25
三忽三行　中村　天風(日本のプラス思考の元祖)　
怒らず、恐れず、悲しまず、
そして正直に、誠意をもって愉快に生きよ
月がツキを呼ぶ10ヶ条　　　　　　　片岡　慎介

ポジティブな感じ(漢字)には月が入っている？

1 明：明確な目標を持つ人はツキを呼ぶ。

2 育：イメージを育てる人　〃　。

3 肩：肩の力が抜けている人　〃　。

4 望：希望を持つ人　〃　。

5 肯：肯定的な人　〃　。

6 朗：朗らかな人　〃　。

7 有：有難うと心から言える人　〃　。

8 清：清楚な生活をしている人　〃　。

9 朋：朋友を持つ人　〃　。

10 能：能率は　〃　。

『自分を変える魔法の「口ぐせ」』
はじめに　　　　　　　　　　　　　　　佐藤　富雄

第１部　理論編―口ぐせの原理

理論編-第１章-言葉ひとつで人生はガラリと変わる
■無意識の習慣が行動を決定している。

■言葉が考えをつくり、人生までも支配する。
■自律神経系は現実と想像の区別がつかない。

■言葉の力が脳を刺激する。

・偽薬の効果 ⇒ 夢の実現 ⇒ 思考は具現化する
理論編-第２章-言葉は人類最強の武器
■人類進化のカギは言葉にあった

■｢発現遺伝子｣をＯＮにする

■60兆細胞に仕組まれた｢生きのびる目的｣

■｢勝ち組遺伝子｣と｢偉大なる楽天家｣
理論編-第３章-自己像を変えると未来も変わる
■｢自分はこんな人間｣という思い込み

■なりたい自分になるための法則がある

■自尊心という最高の宝を磨く

■｢制限遺伝子｣の壁を超えよう
・年齢を重ねることで失ったものは何もない。
・1978年に｢80歳現役論⇒30年後に100歳以上が1万千人
理論編-第４章-想像体験がその後の人生をつくる
■嘘も百ぺんつけば真実になる

■人生の目標を具体的に思い描く

■想像体験は意志の力にまさる

■成功キーワードは現在形で語ろう
実践編-第５章-脳内の目的達成装置をフル活用する

■夢をかなえるためのあなたのオートパイロット

■幸福行きのチケットを手に入れる

■｢なり切る｣ことの効果は絶大

■ｉｆをなくすと人生のハシゴを10段昇れる

第２部　実践編―口ぐせパワー活用法
実践編-第６章-言葉の棚卸し

■何気ない口ぐせを点検する

■愚痴はいわない、失敗談はしないに限る

■お金と仲良くなる方法

■良い人生を選択する言葉

実践編-第７章-気分を高揚させる言葉
■そのひとことが瞬時にしてあなたを動かす

■どんな場合にも第一声は｢これで良かった｣
■落ち込んだ時は元気のない人を励ます

■私の人生を左右した決定的なひとこと

実践編-第８章-家族や人間関係を良くする言葉
■｢夫婦喧嘩｣怒りのメカニズム

・サイコサイバネティックス(心理制御)

・愛と感謝の言葉で心の平和を築いていく
■愛することは大吉、愛されることは小吉
■すべてをハッピーな言葉で結んでいく
■感動を人に語り、｢話の達人｣になる
実践編-第９章-仕事や事業を成功に導く言葉

■危険な積極思考をやめ、楽天思考でいく。

■健康で成功する人はみな楽天家
■謙譲の美徳より｢有言実行｣

■物事を大きく考えて表現しよう
実践編-第10章-文章にすること、朗読すること
■人生で達成したい目的・目標を文章にする
特別付録　夢がかなう幸せのレシピ
■夢の｢未来日記｣を現在形で書く
■言葉は上手に使うほど増えていく財産だ

■１日１回、声に出して読む

あとがき

｢良い言葉を使うと、気分も人生も良くなっていく｣

｢人を美人だとほめると自分自身がきれいになれる｣

｢言葉の使い方次第でもっともっと金持ちになれる｣
特別付録【夢がかなう幸せのレシピ】

口ぐせの原理①

言葉が考えをつくり、人生を支配する

・言葉によって考え､意識や思考を形成している。

・意識的に言葉を使うと気分･意識･考えをコントロールできるようになる｡

・言葉の使い方の癖(言語習慣､思考習慣)を良い方へ

口ぐせの原理②

脳は発せられた言葉のすべてに忠実に反応する。
・脳の自律神経系は言葉として発せられたことはすべて真実と受け止める。それが過去や未来のことであっても､現在形で体の反応を引き起こす｡

・否定的な言葉で不安や心配を語るのはやめよう。体にストレスがたまり、言葉通りの望ましくない現実を招くからだ。

・常に肯定的な言葉を選び、使っていこう。
・肯定的な言葉を選び、心身ともに快調を保つ源となる。
口ぐせの原理③

新しい自己像の確立が幸福のプログラムとなる

・自分はこんな人間であるという思い込みが現在のあなたをつくっている。

・金銭観､仕事観､異性観､恋愛､結婚観､年齢､寿命観も自己像の一部である。そうしたすべては､思い描いた通りに現実化していくことを肝に銘じよう。

・なりたい自分､こうありたいと思う自分のイメージを具体的な言葉にしていこう。
・より望ましい、新たな自己像を確立できる。

口ぐせの原理④

人間の体には夢を実現させる仕組みが備わっている
・夢や希望を実現するために脳内の自動目的達成装置に情報をインプットしよう。そのいちばんの方法は、夢や希望をリアルに視覚化して思い描く「想像体験」である。
・頭で想像するだけでなく具体的な言葉にすることで、脳がメッセージの内容を受け取りやすくなり、自動目的達成装置を最高の状態に持っていくことができる。

・オートパイロット(自動操縦装置)のスイッチがONになったら、後悔や迷いの言葉は絶対に禁物だと心得ておこう。
口ぐせの原理⑤
楽天思考によりスケールの大きい人生を築こう
楽天思考の法則
１　自分に起きることはいかなることも自分にプラスになることである。

２　自分に起きることはいかなることも自分で解決できることである。自分に解決できないことは、自分には起きない。

３　自分に起きた問題の解決策は思いがけない方角からやってくる。だから、今はお手上げ状態でも決してめげてはならない。
口ぐせの原理⑥
制限遺伝子を取り払い､勝ち組遺伝子をONにする｡
・人類500万年の進化によって獲得された高い能力はすべて、遺伝子情報としてヒト遺伝子の中に組み込まれ、私たち各人に受け継がれている。

・そうした｢勝ち組遺伝子｣を最大限に発現させよう。潜在的に秘められている優れた能力､才能､健康､長寿までありとあらゆる望ましい資質が現われてくる｡
・肯定的で楽天的な言葉の威力が､｢勝ち組遺伝子｣をONにする｡また、夢の実現を妨害する｢制限遺伝子｣をOFFにすることもできる。

口ぐせの実践

脳を活性化する「快」のイメージ

「これで良かった」

「大丈夫だ」

「これも自分にプラスになることだ」

「何、なんとかなるさ」
「私ならきっとできる」

「さあ、頑張ろう」

「必ずできる、とにかくやってみよう」

「私に解決できないことは私には起きない」

「問題の解決策は思いがけないところにあるはず」
「いい勉強になった、これから必ず運が良くなる」
やる気の脳を刺激する言葉

「いいねぇ」　　　　　　　　　　　　「やったぞ」

「その調子だ」　　　　　　　　「よしっ、いいぞ」

「今日も一日すばらしい日になるぞ」

「私の人生は良くなるいっぽうだ」

「未来はどんどん開けていく」

「楽しいこと、嬉しいことがたくさんあった」

「恋も仕事も順調だ」

脳に栄養を与える言葉

「ありがとうございます」　　　　「とても嬉しい」

「今とても幸せだ」　　「私はとても愛されている」

「私は大事に思われている」
「周囲の皆に慕われ､尊敬され､頼りにされている」　

「人生はすばらしい、毎日が楽しくてたまらない」
「大きな望みを達成するのは、やりがいがある」

「良いことは長続きする」「私の夢は必ず実現する」
「どうしてこんなにスイスイ事が運ぶのだろう」

口に出したほうが断然良い言葉

「お父さん、お母さん、ありがとうございます」

「私は何て幸せなんだろう」

「手伝ってくれて、とても助かった」

「最高の一日だった、ありがとう」
「今とても幸せだ」

「私はツイている、人生は順風満帆だ」

「日一日と良くなっていく、明日が楽しみだ」

経済スケールをアップする黄金の言葉
「お金大好き」　　　　　「お金っていいものだ」
「私はお金と相性がいい」「私はお金に縁がある」
「もっとお金と仲良くしたい」
「退屈知らずのお金持ち」「財は脳内で築かれる」
「収入を増やしてどこまでも楽しもう」
「お金に余裕のある暮らしはいいものだ」
「すばらしい人生を設計するためにお金は必要だ」
「福沢諭吉先生　おはようございます。今日も一日よろしくおつきあいください」
「今は持ち合わせが足りないので別の機会に」
美人になれる言葉（自分へのほめ言葉）

「私はちょい美人」　　　　　「可愛いなあ」

「いいセンいってるいい女」　「魅力あるでしょ」

「個性的でとっても気に入っている」

「キュートな顔だち」　　　「洗練されたいい女」
「背がスラッとしてスタイルも抜群」

「小柄で可愛い」　　　「私は誰からも好かれる」

美人になれる言葉（女性に対してのほめ言葉）

「あなたって、いつみてもきれいね」

「今日は一段と輝いてる」  「いきいきしている」
「若々しいし、すごくセンスがいいのね」

「上品なセクシーさがある」　「身のこなしがスポーティでカッコいい」　「ナチュラルでヘルシーな魅力を感じさせる」　　「そのドレス、とってもエレガント。あなたによく似合ってるわ」

美人になれる言葉（男性に対してのほめ言葉）

「ひきしまった表情が素敵」 　  「仕事ができそう」

｢ユーモアのセンスがある」｢渋い大人の魅力がある｣

「笑顔が少年みたい」 　「誠実さがにじみ出ている」
「きっと愛妻家ね、すごくやさしくて包容力がある」

「スーツもカジュアルウェアも何でも着こなす」

家族・人間関係を良くする言葉

「お前は私の宝物」　　　「可愛いね、いい子だね」

「将来すごい美人になるよ」
「うちの家族はみんないい」　　「我が家は最高だ」

「お母さんの味、大好き」

「美人に生んでくれて、ありがとう」

「家族を大切に思い、みんなにも愛されている」

「お父さん、お母さん、ありがとうございます」

「手伝ってくれて、どうもありがとう」

「忙しいのに、良くやってくれている」

「誰々さんが、こう言ってほめていたよ」

「私の大好きないちばんの親友です」

「最高にいい人ね、私も好きだわ」

「最高の一日だった、ありがとう」

「人間って素敵よね。素敵な恋ができるから」

「人を好きになると、愛の力で強くなれる」

「夫こそ最愛の人、そして永遠の恋人」

「お仕事、きっとうまくいくわよ」

「疲れたら休むといいわ」「あなたって面白い人ね」

「結婚できて本当によかった」

「今夜は早く帰ってきてね、御馳走をつくるから」

「家族は何より大事なもの」「いつか必ず大成する」

「家族がいてくれるから頑張れる」

「神経質じゃないところが好き」

「あれでなかなか話のツボをおさえている」

「ふだん穏やかな人が怒るのだから、よほどのことだ。気をつけよう」　　　　「浮気なんてありえない」

仕事や事業を成功に導く言葉

「難しいかもしれないが、とにかくやってみよう」

「ここがちょっと残念だった、もっと良くなるはずだから頑張れ」

「我々ならできる。必ずいい結果を出せるから前向きに取り組もう」

「会社に入るのも何かの縁だ。プラスになることがきっと待っている」
｢仕事は自分を成長させるための媒体､人との出会いや出来事を楽しみながら経済力をつけていくものだ｣　　「好きな仕事ができるのは何よりの幸せだ」

｢いい仲間・取引先に恵まれて本当に感謝している｣
｢いい仕事に恵まれ、どんどん成果を上げていく」

｢さらに大きな仕事が舞い込み、大きな発展につながっていく」

｢自分とともに周囲の人もさらに幸せになっている」　　　　　　｢そのアイデア、すごくいいねえ」

｢これなら必ずうまくいくね」「大成功間違いなしだ」

｢大きな目標を達成するのは実にやりがいがある」

｢自分が興味を持つことや、学んできたことを生かせる仕事で成功しよう」

｢健康で長生きする成功者はみな楽天家である」

｢彼はビジネスセンスが抜群だ。今後の活躍に期待している」

｢上司は頼りがいのある先輩、部下は自分を支えてくれるありがたい存在」

｢自分の価値は､会社での地位や順位などでは決まらない」

｢今は経済的に未熟だが、これからどんどん豊かになっていく」

｢私は､技術という才能を買われて現在の会社にいる｣　　　　　　　「運をつかむのも才覚のうちだ」

｢社内でのポジションは、実力や人望だけでなく運によっても決まる」

｢誰かに聞いてもらうことで、本当に実現できるのだという気持ちになれる」

｢目標達成した時の喜びを言葉にすると、さらにやる気が起きてくる」

良い人生を選択する言葉

｢私はこれが欲しい」
｢これこそ私の望んでいたものだ」

｢今とてもいい、未来はもっと良くなる」

人生のハシゴを10段かけ昇る言葉

｢私は美人だし、経済的にもしっかりした素敵な男性と結婚する」

｢きっとこの仕事は成功する。車もワンランク上のものに買い替えよう」

幸福になるセンテンスのつくり方

｢私の大無辺の潜在意識は神の一部であります。神、それは無限の知性であり、英知であり、大宇宙の英知であります。心の平和、富、財、金、繁栄、真の健康、名声を得ております。神に感謝します」

口ぐせリストを作成しよう(例：あいうえお順に作る)
朝、目覚めた時の第一声は？

鏡のなかの自分に向かってのひとことは？

仕事がうまくいった時は？

うまくいかなかった時は？

仕事を終えてホッとひと息つく時は？

明日もまた頑張ろうという気持ちを表す言葉は？

電話の対応は？

家族との会話でよく使う言葉は？

友人や知人との会話は？

恋人とデートしている時に言う言葉は？

久しぶりに会った人に対しては？

苦手な人に対しては？

気分のいい時は？　　　　　　　気分の悪い時は？

カッとなった時や喧嘩の際につい出てしまう言葉は?
お風呂につかっている時は？

夜のリラックスタイムは？

一日に何回「ありがとう」と言っている？

肯定語と否定語の割合は？

新しい自己像を確立しよう

望ましい容姿は？　　　　 望ましい性格は？

得意なことは？　　　　　 苦手なことは？

望ましい家族との関係は？ 望ましい友人との関係は？

望ましい仕事は？

望ましい経済レベルは？
愛している人は誰？　　　 愛してくれている人は誰？

欲しいもの　　　　　　　 やってみたいこと

将来の夢や望み　　　　　 人生で達成したい目的･目標

想像体験で夢や目標を自動目的達成装置にインプット

こうありたいと思う自分の姿を具体的に思い描く

やりたいことを思い描く/いつ､どこで､誰と､どんな風に

欲しいものを思い描く／どんな形、大きさ、デザイン、手ざわり

理想の恋愛相手を思い描く

理想の結婚生活のイメージを思い描く

実現させたい仕事を思い描く

人生で達成したい目標を思い描く

｢未来日記」を現在形で書こう

理想的な一日の過ごし方

理想的な一週間の過ごし方

理想的な一ヶ月の過ごし方

理想的な一年間の過ごし方

理想的な記念日､誕生日など特別な一日の過ごし方

佐藤富雄、東京農業大学卒(生化学専攻)。医学博士、理学博士、農学博士、経営学修士。外資系企業などの勤務を経て、米国ユニオン大学健康科学研究所教授、同所長を務める。ライフワークは早稲田大学在学中より研究の「口ぐせの心理学・生理学。理論実践塾塾長」

「ヒューマンギネス倶楽部http://www.hg-club.jp/」主宰。「人間は何歳になっても心身ともに成長し続ける」ということを自ら実証。外資系企業の役員当時、57歳で早稲田大学社会科学部に学士入学。卒後､法政大学大学院修士課程でMBAを取得､さらに…東京農大大学院…｡48歳から始めたスキーは上級の腕前｡66歳､カナディアンロッキーでヘリスキーに挑戦｡65歳､イヌイットとともに北極グマ狩猟の旅｡66歳､東京工芸大学写真別科に入学､フォックス･タルボット賞を受賞しカメラマンとしてデビュー｡73歳､ミグ戦闘機で大気圏まで飛びアクロバット飛行を体験｡75歳からサキソフォン演奏に挑戦中｡その他､クルージング､モーターバイク等を趣味とし､遊びの達人とも。こうした活力ある自らの体験を通して説かれる｢生き方提言｣は、誰もが納得するところであり､人々を魅了してやまない｡栄養生化学者､健康科学者として長年にわたって､心と体と健康の関係を研究｡大脳・自律神経系と人間の行動・言葉の関連性に着目した独自の「口ぐせ理論」はとくに著名。生き方健康学の伝道師といわれ、数々の著書や講演・セミナーで多くのファンをもつ。 
｢あなたが変わる『口ぐせ』の魔術」等30数冊の著書がある。
英題：The Magical Power of Your Spoken Word
副題：言葉の心理学・生理学
著者：佐藤富雄(医学博士・農学博士)
出版：かんき出版 / 2002年2月 / 単行本
ジャンル：心理学、脳科学
『その人の口ぐせが人生を決める』
[目次]　まえがき　プロローグ
第一章　自己像の不思議な力
第二章　なぜ望まないことは実現しないのか
第三章　口ぐせが人生をつくる
第四章　楽天思考のすすめ　　エピローグ
・一部抜粋引用
■「夢を実現させ、人生を成功に導くためには、最初にどうしても手に入れておきたい資質があります。それは「楽天家である」ということです。」(17頁)
■「(しかし、そこで)読者に絶対覚えていただきたいことは､人生では目の前の現実がどうであるかよりも、その現実をどう受けとめ､どう解釈するかのほうが､はるかに重要な意味を持っているということです｡」(19頁)
■「「人生はその人の考えた所産である」ということが真理であるとすれば、その人の現在の姿は、良くも悪くも、その人が過去に考えた所産以外の何ものでもない。そしてその人の未来は現在の考えによって規定されていくのです。」(23頁)
■「人はよく事実の重みということをいいます。しかし、事実はニュートラルなもの。大切なのは事実をどう解釈したかです｡事実をどう解釈し､どのように意味づけしたかが大きな心理的要因になるのです。」(28頁)
■「思い込みは口ぐせをつくり、口ぐせは思い込みをつくる」と表現できます。仏教における念仏などはそのもっとも良い例といえるでしょう。ほとんどの宗教が「祈りの言葉を何度も唱えなさい」と教えるのは、繰り返し唱えることで、その内容がだんだん革新へと高まっていくからです。」(34頁)
■「誘導自己暗示の世界的な権威、フランスの学者エミール・クーエという人は、自己暗示に関する次のような法則を打ち立てました。
意思と想像力が争えば必ず想像力が勝つ
意思と想像力が一致すればその力は和ではなく積である
想像力は誘導が可能である」(56頁)
■「コンピュータは人間の頭脳とよく比べられますが、人間の頭脳のどんな役割をコンピュータが担っているのかというと、それは人間の脳の中にある「自動目的達成装置」の役割といってよいでしょう。」(73頁)
■「貧乏な人たちがこの世に多いことは事実です。彼らの多くは不本意に貧しいのではありません。貧しさに甘んじることを選んだゆえに貧しいのです。」(81頁)
■人生の選択に際して注意を促したい二点
一つは､どんなことがあっても肯定的な心的態度で選択すること。(83頁)　
もう一つは､「考え方も選択の結果」ということ。(85頁)
■「ふだん気づいていませんが、私たちの体のメカニズムは、恐ろしいくらいに心と連動しています。そして両者の関係は｢体は心の召使い」という言い方ができます。」(89頁)
■「「人格は習慣が着ている着物だ」という言葉があります。習慣の中でもモロに人間に影響を与えているのが「思考習慣」です。(中略)思考習慣はいわば人生の羅針盤として脳に刷り込まれ大枠でその人の人生を支配しています｡」(95頁)
■「口ぐせ心理学の立場で言えば、人の悪口を言うことは、その場は気持ちがスカッとするかも知れないが、悪口を自分にも聞かせることになるからです。」(119頁)
■｢実生活では決して体験できないようなことを小説を読むことによって体験できるというメリットもある｡
それが実体験ではなく疑似体験であっても､私たちの脳細胞に与える影響は実体験と大差なし｡｣(135頁)
■｢想像力は無限ですが､実際に想像する場合は自分自身が持っている体験､情報､知識の制約を受けている｡｣(137頁)
■「人間を他の動物から区別している最大の特徴は「考える」ことにありますが、考えるとは「言語によって抽象化する作業」と言い直すこともできます。」(138頁)
■「人間に与えられた想像力は無限なのに、私たちの想像が有限なのは語彙の乏しさによることが大きいと言えます。」(141頁)
■「もっと言葉に敏感になって、言葉をうまく使うことを心がけて欲しいものです。そうすれば想像力も豊かになってきます。想像力は創造力につながっています。言葉を磨くことによって想像力の限界を打ち破っていただきたいと思います。」(142頁)
■「欧米系の成功理論の中には必ずコミットメントという重要なキーワードがあります。これは声を出して願い事を明確にすることです。また、アファメーションという言葉もキーワードになっています。」(147頁)
■「日本仏教の宗教家たちは、口ぐせの効果を知っていたと思います。願い事を言葉にして祈る。言葉にして問いかける。これは儀式やポーズではなく、その真理を発見したことで、宗教は生まれたと考えるべきでしょう。」(148頁)
「宗教の違いはあっても、神はどこにいるのかといえば、結局は「汝の内」なのです。キリスト教の祈りの仏教の念仏も、凝縮された短い言葉を繰り返し唱えることを説きました。これはまさに「口ぐせにせよ」と言っているのと同じだと思われませんか。」(150頁)
■｢人間の快楽の一つに他人の悪口がある｡｣(152頁)
「あなたが使う言葉は、直接自律神経系に伝わり、言葉の意味するものを表現します。同時に意識下で自己像に影響を与えます。具体的に言いますと、自己像を変えたいのなら、自分の求める自己像をつくることができる言葉を、意識的に選択して口に出すことによって、自己像改善が可能になります。」(155頁)
■「(では)許せない人間がいたらどうすれば良いのでしょうか。そのときはまず謙虚に､その人間には自分の窺い知れない事情があるのだと解釈し､できる限りその人間を理解できるように努めることです｡それでも許せないようなら､むしろその人間を自分の意識から消してしまうことです。」(157頁)
■究極のプラス思考を指南しましょう。それは次の三つの法則を頭にたたき込むことです。(中略) (以下171頁)
法則自分に起きることはいかなることも自分にプラスになる。
法則自分に起きることは､いかなることでも自分で解決できる(自分に解決できないことは､自分に起きてこない)｡
法則自分に起きた問題の解決策は､途方もない方角からやってくる(今､お手上げ状態でも決してめげてはならない)｡｣
■「(ここから一つわかるのは、)
人生とは「良い思い出づくり」という側面が強くあるということです。
自分のためにも、また自分が死んだあとも、他人に良い思い出が残せれば、その思い出の中に自分は存在する。これはずばらしいことだと思います。」(194頁)
----------------***-----------

夢の見続け方、夢の実現の仕方を学び合い、迷路に迷い込んだら支え合え
るところが当方幸せ研究所 知多クリック内　http://www.chitac.com/
以上皆みな様からの学びです。ありがとうございます。2010.6.25
『あなたが変わる「口ぐせ」の魔術』

■人生は自分の常日頃言っている｢口ぐせ」通りになる。
■人間には自動操縦装置があり､思ったとおりに事が運ばれて行く。
■潜在意識の活用、偉大なる宇宙の存在と感謝の気持ち、物事を常に楽観的に考える必要性、それら「言葉」というとてつもない力を活用する。それらは自分の将来を自発的に素晴らしいものに導くための道具である。
しかし使い方を間違えると自虐的方向に進んでしまう。
常にプラス思考で楽観的に考えればすべてよし。
■プラス思考で楽観的に考えるには､訓練が必要だ。
自分自身をほめることの重要性も指摘していますが、他人をほめることは自分をほめるのと同じ効果があるそうです。逆に他人を批判したり、悪口を言うのは自分自身にも同じことが必ず降りかかってくると言う。もし他人から非難されたり、悪口を言われても、気にしないところに自分の強い意志を働かせましょう。自分が自身のことをどう思うかは、責任の１００パーセントは自分自身にあるということ。
自己像をかえれば、必ず未来は変わってくる。
どういう自己像を想像できるか。楽しくなるような自己像を想像してみたくなりませんか。
そういう自分が楽しくなる想像は体の細胞をも活性化して、体も生き生きしてくることでしょう。
まずは10分くらい静かに物思いにふけることから始めてみてはいかがでしょうか。
想像力にも限界がある。なぜなら好きな人を想像するにも、自分の知っている誰かを想像すしかないからです。ですからいろいろ体験したり､本を読んだり､映画をみたりして､自分の情報自体を広げる努力をして､その体験を組み合わせて創造していきましょう。
たった3つのクセを直せば人生がうまくいく
(本田 直之さんより)
いろいろな本を読んで､実行しているのになかなか効果がでないのは､なぜか？それは｢わるい思考のクセ｣があるから｡この書は思考を改善するためのトレーニング本｡
習慣が人をつくります。
ひとつひとつのクセは小さなものであっても、「思考のクセ」は、ミサイルの発射角度のようなもの。
ちょっとのズレで、到達点が大きく異なります。
本書で改善するのは次の3つのクセです。
1．「外部要因思考」減⇒「内部要因思考」増加
2．「言い訳思考」減　⇒「工夫行動思考」増加
3．「思考停止」減　　⇒「思考発展」増加
・「目標に囚われない」
・100％の成果にこだわらないことで、こぼれおちるべきものを拾い上げることができる。
・「遊び心を持つ」
・好奇心をもつことで視野が広がり､今までにないアイデアが生れる。…　　
